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令和７年第１回天城町議会定例会議事日程（第５号） 

令和７年３月21日（金曜日）午後２時開議 

      開議  

○日程第１ 議案第２０号 令和７年度天城町一般会計予算について 委員長報告

○日程第２ 議案第２１号 令和７年度天城町国民健康保険事業特別

会計予算について 

委員長報告

○日程第３ 議案第２２号 令和７年度天城町介護保険事業特別会計

予算について 

委員長報告

○日程第４ 議案第２３号 令和７年度天城町後期高齢者医療事業特

別会計予算について 

委員長報告

○日程第５ 議案第２４号 令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電

特別会計予算について 

委員長報告

○日程第６ 議案第２５号 令和７年度天城町水道事業会計予算につ

いて 

委員長報告

○日程第７ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 議会運営委員会

○日程第８ 常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 各常任委員会

○日程第９ 議員派遣予定の件について 
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令和７年第１回天城町議会定例会議事日程（第５号の１） 

令和７年３月21日（金曜日） 

 

○追加日程第１ 議案第２６号 天城町教育委員会委員の任命の同

意について 

町長提出

○追加日程第２ 議案第２７号 令和６年度天城町一般会計予算補

正（第１０号）について 

町長提出

         閉会
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１．出席議員（１３名） 

  議席番号   氏   名       議席番号   氏   名 

    １番  松 山 小百合        ２番  平 岡 寛 次  

    ３番  島   和 也        ４番  喜 入 伊佐男  

    ５番  吉 村 元 光        ６番  奥   好 生  

    ７番  昇   健 児        ８番  大 澤 皓一郎  

    ９番  久 田 高 志       １０番  柏 木 辰 二  

   １２番  柏 井 洋 一       １３番  平 山 栄 助 

   １４番  上 岡 義 茂 

 

１．欠席議員（１名） 

  議席番号   氏   名        

   １１番  前 田 芳 作 

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 山 田 悦 和     議会事務局書記 實 村 健 太  

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名   氏   名       職  名   氏   名 

 町 長 森 田 弘 光     教 育 長 院 田 裕 一  

 副 町 長 祷   清次郎     教委総務課長 和 田 智 磯  

 総 務 課 長 福   健吉郎     社会教育課長 中   秀 樹  

 総務課長補佐 宇 都 克 俊     農 政 課 長 上 岡 久 人  

 企画財政課長 森 田 博 二     農地整備課長 柚 木 洋 佐  

 くらしと税務課長 髙   芳 征     建 設 課 長 宮 山   浩  

 長寿子育て課長 廣 田 泰 望     農業委員会事務局長 廻   美 沙  

 けんこう増進課長 中 村 慶 太     水 道 課 長 西 松 清 仁  

 商工水産観光課長 梅 岡 拓 司     会 計 課 長 関 田   進  

                    選挙管理委員会書記長 里 山 浩 一  
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△ 開議 午後 ２時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の定例会において欠席届が前田芳作議員より提出され、これを受理しました

ので報告いたします。 

 直ちに本日の日程に入りますが、松山議員より一般質問の修正の申出があります

ので、これを許可します。 

○１番（松山 小百合議員）   

 一般質問の中において、天城町にゆかりのある重田先生の開業先を鹿児島市内と

申し上げましたが、正しくは薩摩川内市内の誤りでした。おわびして訂正いたしま

す。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 本日の日程に入ります。 

 

     △ 日程第１ 議案第２０号 令和７年度天城町一般会計予算について   

     △ 日程第２ 議案第２１号 令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計

予算について   

     △ 日程第３ 議案第２２号 令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算

について   

     △ 日程第４ 議案第２３号 令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会

計予算について   

     △ 日程第５ 議案第２４号 令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別

会計予算について   

     △ 日程第６ 議案第２５号 令和７年度天城町水道事業会計予算について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、議案第２０号、令和７年度天城町一般会計予算について、日程第２、

議案第２１号、令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算について、日程第

３、議案第２２号、令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算について、日程第

４、議案第２３号、令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算について、

日程第５、議案第２４号、令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算に

ついて、日程第６、議案第２５号、令和７年度天城町水道事業会計予算について、

以上６件を一括議題とします。 
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 これより委員長の報告に入ります。 

 まず、総務文教厚生常任委員長の報告を求めます。平岡寛次議員。 

○総務文教厚生常任委員長（平岡 寛次議員）   

 総務文教厚生常任委員長報告。 

 令和７年第１回定例会において、議題となりました、 

議案第２０号 令和７年度天城町一般会計予算のうち 

総務文教厚生常任委員会に付託を受けた案件及び 

議案第２１号 令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算 

議案第２２号  令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算 

議案第２３号  令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算の審査の経過と

結果について、ご報告致します。 

 当委員会は、第１回目の委員会を３月７日、金曜日、本会議終了後、全委員出席

のもと、委員会を開催しました。 

 まず、付託を受けました案件の所管課長・書記長に出席を求め、審査日程につい

て協議しました。 

 その日程は、 

 ３月 ７日、第１回委員会の日程調整後、会計課、選挙管理委員会・監査室、長

寿子育て課（本課）。 

 ３月１０日、午前９時３０分から、くらしと税務課、総務課、長寿子育て課（保

育所）、企画財政課。 

 ３月１１日、午前１０時から、教育委員会総務課、社会教育課。 

 ３月１３日、午後１時から、けんこう増進課。 

 現地調査については、３月１３日委員会終了後に行うことにしました。 

 ３月１４日、午後１時３０分から委員会のまとめとすることに決定しました。 

 ３月７日、日程協議終了後、全委員出席のもと、委員会室において、会計課の審

査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算につい

ての説明を求めました。 

 会計課の歳入予算総額は、１７８万２千円。 

         歳出予算総額は、３千８万９千円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳入の財産収入で利子として財産調整基金運用（国債利子）で６０万円

が計上されているが、解約の制限はあるのか。」との質疑に対し、 
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 「途中解約は可能で、１億円を５年間かけて運用し年間６０万円の運用益を見込

んでおります。」との答弁でした。 

 次に、「歳出の会計管理費で役務費として振込手数料４９５万円が計上されてい

るが、手数料の今後の見通しと発生事由について説明を。」との質疑に対し、 

 「手数料については今後も同程度で推移していくものと考えており、振込先が指

定金融機関口座以外の場合に１件あたり３３０円発生しますので事業者へ対し指定

金融機関口座を推奨しております。」との答弁でした。 

 以上で会計課の審査を終了しました。 

 会計課終了後、選挙管理委員会・監査の審査を行いました。 

 書記長の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算についての説明を

求めました。 

 選挙管理委員会の歳入予算総額は、７２３万４千円。 

             歳出予算総額は、２千１００万円。 

      監査の歳入予算総額は、０円。 

             歳出予算総額は、１３８万円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「選挙管理委員会における歳出の参議院議員選挙費で委託料としてポス

ター掲示板等作成、設置、撤去委託９０万円が計上されているが、設置数の変更は

あるのか。」との質疑に対し、 

 「国政選挙及び県政選挙については公職選挙法により有権者の数や選挙区の面積

を基準に設置数が定められており７４箇所に設置を予定していますが、選挙管理委

員会協議において設置数の減が決定され、町長・町議会議員選挙においては県道沿

いを中心に５２箇所へ設置予定です。」との答弁でした。 

  以上で選挙管理委員会・監査の審査を終了しました。 

 選挙管理委員会・監査終了後、長寿子育て課（本課）の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算につい

ての説明を求めました。 

 長寿子育て課の歳入予算総額は、４億５千２４９万３千円。 

         歳出予算総額は、９億６千４１万３千円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳入の民生費負担金で施設入所個人負担金が前年度比２６万１千円増額

の９７万６千円となっているが、内容と増額理由について説明を。」との質疑に対
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し、 

 「養護老人ホーム入所者個人負担金となり、国の制度改正に伴う所得区分の変更

や利用者の前年の収入に基づき増額となっております。」との答弁でした。 

 次に、「社会福祉総務費の扶助費でひとり親家庭医療費２５５万円が計上されて

いるが、事業内容の説明を。」との質疑に対し、 

 「ひとり親家庭の生活の安定と福祉の向上を図ることを目的としており、一定の

所得制限はありますが、ひとり親家庭及び父母のいない児童にかかる医療費の一部

と児童を監護する保護者の医療費が助成されます。また、課税世帯における児童の

医療費も含まれます。」との答弁でした。 

 次に、「社会福祉総務費の扶助費で島外治療旅費助成金として３７２万円が計上

されているが、助成基準について説明を。」との質疑に対し、 

 「島内の医療機関において疾病等の治療等が困難であると医師から認められた方

が島外の医療機関等に入院又は通院するものに対し、治療困難者及びその介添者の

経済的負担の軽減を図るために年度内５回を限度とし助成するものです。」との答

弁でした。 

 以上で長寿子育て課の審査を終了しました。 

 ３月１０日、第２回目の委員会を１委員欠席のもと、午前９時３０分から委員会

室において、くらしと税務課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算につい

ての説明を求めました。 

 くらしと税務課の歳入予算総額は、６億９千６３４万２千円。 

          歳出予算総額は、４億３千５４４万３千円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳出の収納対策費で旅費として関東地区への出張徴収３８万３千

６００円が計上されているが、島外に居住する滞納者への差し押さえは過去に執行

されているのか。」との質疑に対し、 

 「島外居住滞納者に対しても財産調査を行っており、令和６年度におきましては

１件預貯金の差し押さえを行っております。」との答弁でした。 

 次に、「滞納のある方が町外へ転出される場合の対応について説明を。」との質

疑に対し、 

 「転出時は滞納額について一括または分割にて納付を依頼しております。」との

答弁でした。 

 次に、「戸籍住民基本台帳費の役務費で振り仮名通知発送料９３万５千円、委託
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料で振り仮名通知書作成業務委託２８３万３千６００円が計上されているがこの説

明を。」との質疑に対し、 

 「改正戸籍法が令和７年５月２６日に施行されることに伴い、戸籍に記載される

振り仮名の通知書を発送する業務に係る費用となります。補助率は国費１００％と

なります。」との答弁でした。 

 次に、「墓地整備費で委託料として天城・平土野共同墓地測量委託３６５万２千

円が計上され高額な委託料となっているが概要説明を。」との質疑に対し、 

 「昨年開催されましたむーるし語ろう会において、共同墓地の排水対策について

要望があり、南北に８本ある通路をコンクリート舗装するため測量を行うものです。

内容としては、８本ある通路のうち令和２年度にコンクリート舗装した通路を除き、

南北から中央に向け勾配を取り、中央から東側へ排水ができるように測量を計画し

ています。」との答弁でした。 

 以上でくらしと税務課の審査を終了しました。 

 くらしと税務課終了後、総務課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算につい

ての説明を求めました。 

   総務課の歳入予算総額は、 １億９千６５５万円。 

        歳出予算総額は、１５億５千１８３万８千円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳出の一般管理費で報酬として特別職報酬等審議委員報酬１万５千円が

計上されているが開催を予定しているのか。」との質疑に対し、 

 「平成３０年に特別職報酬等審議会が開催されて以降現在まで開催されていない

状況ですが、議会議員の報酬並びに町長、副町長及び教育長の給料の額について審

議会を開催し意見を求めたいと考えております。」との答弁でした。 

 次に、「財産管理費の委託料で測量業務委託３２０万円が計上されているが何件

分の委託となるのか。」との質疑に対し、 

 「瀬滝地区内の一部町有地において道路を含めた土地一体が一筆で登記されてお

り、町有地を正確に把握するために全体の測量を予定しております。この土地につ

いては払い下げの相談もでている場所ですが、測量業務は払い下げの可否以前に、

町有地を適正に管理する上でも必要な業務と考えております。」との答弁でした。 

 次に、「防災センター運営管理費の需用費で修繕料１千１００万円が計上されて

いるがこの説明を。」との質疑に対し、 

 「防災センターホール内の可動イスの修繕費用として計上いたしました。可動イ
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スについては毎年点検作業を行っておりますが、下部のローラー破損という点検結

果を受け、修繕を行うものです。ローラー価格は安価ですが、専門業者による本町

までの旅費や作業員の労務費、作業日数等が嵩み費用が高額になっております。」

との答弁でした。 

 次に、「防災行政無線再整備事業費の工事請負費で天城町防災行政無線更新事業

７億円が計上されているが事業内容の説明を。」との質疑に対し、 

 「防災無線に係る本事業は、平成２４年度に町内約３６箇所に整備した機器及び

屋外スピーカーの耐用年数の経過に伴う更新と、防災アプリを活用した防災機能強

化を目的とした工事となります。合わせて現在全世帯に配布されている防災無線端

末の更新も予定しており、令和７年度まで活用できる交付税措置７０％の緊急防災

減災事業債を活用し更新を予定しております。」との答弁でした。 

  以上で総務課の審査を終了しました。 

 総務課終了後、長寿子育て課（保育所）の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算につい

ての説明を求めました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「南部保育所費の備品購入費でエアコン購入４０万円が計上されているが

現在どのような対応をしているのか。」との質疑に対し、 

 「現在使用している機器は老朽化が進み温度設定ができないため、夏場までに早

急に入替え予定です。」との答弁でした。 

 次に、「北部保育所費の需用費で修繕料２０５万３千円が計上されているが、事

業内容の説明を。」との質疑に対し、 

 「令和７年度は渡り廊下の屋根の修繕及び正面フェンスの修繕を計画しておりま

す。」との答弁でした。 

 以上で長寿子育て課（保育所）の審査を終了しました。 

 長寿子育て課（保育所）終了後、企画財政課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算、につ

いての説明を求めました。 

 企画財政課の歳入予算総額は、５５億７千２６万４千円。 

        歳出予算総額は、１１億８千９３８万７千円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳出の移住・定住促進事業費で負担金、補助及び交付金として新築住宅

取得補助金８００万円が計上されているが、今後の見込みについて説明を。」との
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質疑に対し、 

 「令和６年度実績を踏まえて新年度も同程度の額を予算化しております。登録さ

れている空き家が少ない状況を踏まえると、新築住宅取得が促進されることで転居

し、空き住宅が増えることは移住定住促進の一環となると考えます。」との答弁で

した。 

 次に、「天城町ゆたかなふるさとづくり基金費１億円計上されているが、令和

７年度の取り組みについて説明を。」との質疑に対し、 

 「より効果的な広告を行うために、主要都市の空港出発ロビーなどで自治体の特

産品などを取り扱って紹介するサービスの利用や、返礼品組み合わせの見直し、寄

付額を幅広く設定するなど取り組む予定です。返礼品の実績として農産物が半数以

上を占める状況なので、加工品や焼酎などのＰＲも強化したいと考えておりま

す。」との答弁でした。 

 次に、「ゆたかなふるさと基金運営費の旅費が１１７万６千円計上されているが

内容について説明を。」との質疑に対し、 

 「ふるさと納税ＰＲを行うための出張となります。これまでの活動に加え、令和

７年度は新たな取組として八景島シーパラダイスでの物販、モンベルフレンドフェ

アでの出店を計画しております。その他郷土会の方々の協力を得ながらふるさと納

税のＰＲを予定しております。」との答弁でした。 

 次に、「ゆたかなふるさと基金運営費の委託料でＳＮＳ投稿運用委託３５０万円

計上されているが内容について説明を。」との質疑に対し、 

 「現在、本町はふるさと納税に関してインスタグラムを中心に運用しており、Ｓ

ＮＳ記事の投稿やリール動画の作成、キャンペーンの実施などを委託しております。

今後も専門家の力を借りてＰＲに取り組む予定です。」との答弁でした。 

 以上で企画財政課の審査を終了し、第２回目の委員会は終了しました。 

 ３月１１日、第３回目の委員会を全委員出席のもと、午前１０時から委員会室に

おいて、教育委員会総務課の審査を行いました。 

 教育長、担当課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳

出予算についての説明を求めました。 

 教育委員会総務課の歳入予算総額は、２億５千４８３万６千円。 

               歳出予算総額は、１０億５千６９９万１千円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです 

 まず、「歳入の天城町学校施設整備基金繰入金で給食センター建設事業分１億

５千７００万円が計上されているが、新給食センター建設の進捗状況と財源につい
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て説明を。」との質疑に対し、 

 「令和７年度は補助金の交付申請、交付決定を受け入札、着工というスケジュー

ルで計画しております。総事業費は概算で１５億３千８８９万９千円となり、財源

については国庫補助金で令和７年度は３千５３９万円、残額を基金の繰入や起債で

の対応を予定しております。」との答弁でした。 

 次に、「歳出の公共浄化槽等整備推進事業費で工事請負費として三京分校トイレ

棟改修工事７００万円が計上されているが、事業内容の説明を。」との質疑に対し、 

 「以前児童会・生徒会代表合同研修会（ミニ議会）の中で子どもたちから三京分

校トイレに関して、土日における一般客のトイレ利用者の増加や男女共同トイレで

不便を来しているという意見を受け、男女別トイレへと改修し、遠足時や土日の一

般客も利用できるよう周知を促す看板設置も含めて計画していきます。」との答弁

でした。 

 次に、「小学校管理費の負担金、補助及び交付金で高度へき地修学旅行補助

４１０万７千円、中学校管理費の負担金、補助及び交付金で高度へき地修学旅行補

助５６７万４千円が計上されているが、保護者からの要望は勘案されて予算措置さ

れているのか。」との質疑に対し、 

 「修学旅行の行き先については、各学校にて決定しており、決定の際は学校側で

保護者へ説明があり決定されております。」との答弁でした。 

 次に、「山田長満世界に飛び立つ北中の翼基金事業費の扶助費でＩＳＡイングリ

ッシュキャンプ研修３０８万４千７００円が計上さてれているが事業内容の説明

を。」との質疑に対し、 

 「北中学校３年生１０名と教員３名が本年７月に埼玉県へ赴き、英語力向上を目

的とした研修を計画しております。令和６年度は研修後に山田長満氏宅を訪問し、

お礼と活動報告を行っております。」との答弁でした。 

 以上で教育委員会総務課の審査を終了しました。 

 教育委員会・総務課終了後、社会教育課の審査を行いました。 

 教育長、課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予

算についての説明を求めました。 

 社会教育課の歳入予算総額は、 １千９８万円。 

           歳出予算総額は、 ２億１６１万１千円。 

 であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳出の社会教育費で国宝重要文化財等保存整備費７１８万８千円が計上

されているが令和７年度における事業内容の説明を。」との質疑に対し、  
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 「主に町内沿岸部にある水中遺跡やウンブキ水中鍾乳洞遺跡、西阿木名にある下

原洞穴遺跡の調査に係る費用となります。令和７年度は下原洞穴遺跡総括報告書別

冊版の執筆に伴い専門家を招聘し指導を受ける予定で、水中遺跡調査報告書につい

ても３町で執筆予定であるため調査費用や執筆費用も計上されております。」との

答弁でした。 

 次に、「文化財保護費の特別旅費で戦後８０年講演会として２１万１千円が計上

されているが、事業内容や実施時期について説明を。」との質疑に対し、  

 「令和７年は戦後８０年に当たりますので、講演会を計画しております。講師に

は、徳之島における戦争に関する歴史を長年研究され長野県松本市在住の菊池保夫

氏と国指定史跡への実現に尽力された瀬戸内町在住の鼎丈太郎氏に依頼をする予定

です。実施時期は未定でこれから調整して参ります。」との答弁でした。 

 次に、「文化財保護費の備品購入費でラベルライター４万５千５４０円、ダイビ

ング機材３６万３千５５０円についての説明を。」との質疑に対し、  

 「ラベルライターについては土器の資料整理に使用するために購入を予定してお

り、ダイビング機材については水中遺跡調査で使用するためのものとなり、現在機

材をレンタルして調査しておりますが、安全面を考慮し使い慣れた機材で調査を行

うことが最良と考えるため購入を予定しております。」との答弁でした。 

 以上で社会教育課の審査を終了し、第３回目の委員会は終了しました。 

 ３月１３日、第４回目の委員会を全委員出席のもと、午後１時からけんこう増進

課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、令和７年度天城町一般会計歳入歳出予算につい

ての説明を求めました。 

 けんこう増進課の歳入予算総額は、８千９９６万２千円。 

          歳出予算総額は、５億１千６２１万３千円。 

 国民健康保険事業特別会計の 

  歳入歳出予算総額は、それぞれ ９億４千５４９万６千円。 

         他会計繰入金は   ７千４８８万５千円。 

                基金繰入金は    ２千１０５万７千円。 

 介護保険事業特別会計の 

  歳入歳出予算総額は、それぞれ、８億４千９９６万円。 

            一般会計繰入金は、１億３千８５３万２千円。 

              基金繰入金は、        １千万円。 

 後期高齢者医療事業特別会計の 

   歳入歳出予算総額は、それぞれ、９千５４８万６千円。 
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                       繰入金は、３千８０３万４千円。 

             繰越金は、      １千円。 

 であり、会計ごとの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「一般会計の歳出で社会福祉費の高齢者福祉計画等策定事業費１７９万

５千円が計上されているがこの説明を。」との質疑に対し、 

 「令和９年度から開始する第１０期介護保険事業計画に係る費用となり、各調査

町民５００名を抽出し実施するニーズ調査に係る報償費や研修会等に係る旅費、調

査結果等の製本に係る委託料が計上されております。」との答弁でした。 

 次に、「保健福祉総務費の負担金、補助及び交付金で徳之島病院寄付講座負担金

４４９万７千円の積算基礎について説明を。」との質疑に対し、 

 「鹿児島県大島郡南三島６町で負担するものとなり、天城町においては均等割

４１万７千円、患者割４０７万９千６６０円の計４４９万６千６６０円が積算基礎

となります。この寄付講座は南三島における地域医療の向上と離島精神科医療にお

ける診療体制の充実を目的とした「鹿児島県地域離島精神医学寄付講座」となりま

す。」との答弁でした。 

 次に、「医療機関あり方検討事業費の負担金、補助及び交付金で徳之島の将来の

医療・福祉を考える会負担金５０万円、修学助成金４５万円が計上されているが事

業内容について説明を。」との質疑に対し、 

 「徳之島の将来の医療・福祉を考える会につきましては、徳之島３町と各医療機

関が共同で実施しており各町及び各医療機関から寄せられた課題等に対して今後の

取り組みについて検討するための会となり、年に１度事務担当者レベルによる会議

を開いて協議しております。修学助成金につきましては、本町から医師を目指す方

に対し月額１５万円を貸与する事業となりますが近年対象者はいない状況です。」

との答弁でした。 

 以上でけんこう増進課の審査を終了しました。 

 けんこう増進課の審査終了後、下原洞穴遺跡及び堀田隊留魂之碑について現地調

査を行い、所管部署の担当職員から説明を受けました。 

 以上で第４回目の委員会を終了しました。 

 ３月１４日、第５回目の委員会を１委員欠席のもと、午後１時３０分から委員会

室において開催し、委員長報告の確認を行い、これまでの審査内容について再度確

認をしたのち、議案第２０号から第２３号について、採決を行いました。 

 採決の結果、議案第２０号から第２３号は、賛成多数で原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 
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 なお、以上の審査の過程で次のとおり当委員会の意見として集約決定しました。

次の５点を委員会の意見として、執行部に申し入れる事が適当であると決定しまし

たので、議長においてよろしくお取り計らい願います。 

１．移住定住促進事業において、移住希望者への住居確保支援強化が必要である。 

２．ふるさと納税寄付金においては、今後伸び代があると思われるので、あらゆる

対策を図ること。 

３．介護保険制度改正に伴い、今後の本町における課題を的確に捉え、高齢者福祉

向上に努めること。 

４．奨学資金滞納繰越分においては、回収の徹底を図り、次世代に影響を及ぼさな

いよう健全な運営に努めること。 

５．財政運営において、今後公共施設整備を進めるにあたり、基金取り崩し並びに

起債の活用等が今後増大すると見込まれるため、行財政改革を進め、安定的な財

政運営に努めること。 

  以上で、総務文教厚生常任委員会の審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、建設経済産業常任委員長の報告を求めます。島和也議員。 

○建設経済産業常任委員長（島 和也議員）   

 建設経済産業常任委員長報告。 

  建設経済産業常任委員長報告をいたします。 

 令和７年第１回定例会において議題となりました、 

 議案第２０号、令和７年度天城町一般会計予算、 

 議案第２４号、令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算、 

 議案第２５号、令和７年度天城町水道事業会計予算のうち、 

 建設経済産業常任委員会に付託を受けた案件について、審査の経過と結果の報告

をいたします。 

 当委員会は、第１回目の委員会を３月７日、本会議終了後、全委員出席の下、委

員会室において開催しました。 

 まず、付託を受けました案件の関係課長の出席を求め、審査日程について協議し

ました。 

 その日程は、 

 日程協議終了後から、水道課、商工水産観光課。 

 ３月１０日午前１１時から、農業委員会、建設課。 

 ３月１１日午前１０時から農地整備課、農政課、現地調査。 

 ３月１４日午後３時から委員会のまとめとすることに決定しました。 
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 審査日程協議終了後、水道課の審査を行いました。 

 水道課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めまし

た。 

  水道課の「歳入予算総額は、５億６千５７１万３千円。」 

「歳出予算総額は、５億６千６７２万２千円。」 

一般会計からの繰入金が、１億２千３４７万円。 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「収益的支出の配水及び給水費の音聴調査業務委託２００万円には衛星画

像調査も含まれるのか。」との質疑に対し、 

 「衛星画像調査による漏水可能性エリア箇所を音聴調査で発見するための費用で

島外業者への委託です。衛星画像調査費用は含まれていません。」との答弁でした。 

 次に、「配水及び給水費で重機の賃借料が４３７万５千円計上されているが、

リース契約や購入の方が良いのでは。」との質疑に対し、 

 「運転免許の制度変更で中型免許取得者が少ない事、事故や機械の故障などの理

由から賃借料で対応しています。」との答弁でした。 

 次に、「配水及び給水費のメーター器取替え２００件の箇所は。」との質疑に対

し、 

 「メーター器の耐用年数８年を経過した箇所から順次交換しています。」との答

弁でした。 

 次に、「総係費の会費負担金２３５万５千円が前年比較で１０２万円増額となっ

た説明を。」との質疑に対し、 

 「鹿児島県からの補助金の前年度割合に対し負担金額が決定するため、補助金の

多い翌年は負担金が増額となります。」との答弁でした。 

 水道課終了後、商工水産観光課の審査を行いました。 

 商工水産観光課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を

求めました。 

商工水産観光課の「歳入予算総額は、２億３千８２８万７千円。」 

「歳出予算総額は、１億９千２１５万７千円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳入の観光費使用料５５９万６千円が前年比較９９万円の増額となって

いるが、バンガロー使用料の積算根拠と宿泊者の傾向は。」との質疑に対し、 

 「バンガロー使用料については実績をもとに積算しています。増額の主な理由は



－278－   

使用料改定によるものです。大和城バンガローに比べ、与名間バンガローが海水浴

場に近く人気が高く、宿泊者は工事関係者、帰省者、観光客などです。」との答弁

でした。 

 次に、「財産収入の生産品売払収入は鮮魚のみか。また、漁協組合員以外からの

買取りは可能か。」との質疑に対し、 

 「鮮魚以外ではいざり漁における島ダコなどの買取り実績があります。買取りは

組合員に限らせていただいています。」との答弁でした。 

 次に、「観光費の旅費で全国闘牛サミットと徳之島祭りの説明を。」との質疑に

対し、 

 「沖縄県うるま市で開催されます全国闘牛サミットにつきましては、課長及び担

当者の出席を予定しています。 

 尼崎市で行われます徳之島祭りにつきましては、６年度開催が出来ず、新年度に

４月と３月の２回行われるため、２回分の予算を計上しています。」との答弁でし

た。 

 次に、「観光費の委託料で自然と伝統文化体験ブースＶＲ動画作成業務委託３千

３００万円の説明を。」との質疑に対し、 

 「あまぎ自然と伝統文化体験館体験コーナー設置予定のＶＲ動画作成については、

大型モニターやＶＲ動画など複数の機器を設置予定です。複数の映像を作成するこ

とで、来館者に楽しんでもらえるコンテンツを予定しています。」との答弁でした。 

 以上で、第１回目の委員会は終了しました。 

 ３月１０日、午前１１時から、第２回目の委員会を１委員欠席のもとで行いまし

た。 

 初めに、農業委員会について、局長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説

明を求めました。 

農業委員会の「歳入予算総額は、１千５５７万７千円。」 

「歳出予算総額は、４千４５６万３千円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「現在、町内で農業者年金を掛けている人数は。」との質疑に対し、 

 「現在、１０５名です。」との答弁でした。 

 次に、「農地利用最適化交付金事業費の報酬４４２万円が前年比較で２０４万

９千円の減額、農地中間管理事業費の補助金３００万２千円が前年比較２８７万円

の減額となっているが説明を。」との質疑に対し、 

 「これまでは、予算額を農業委員の活動に応じて按分していましたが、新年度よ
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り設定単価を委員の活動日数に応じて支出することとなったためです。農地中間管

理事業につきましてもこれまでは集積率４０％以上が補助要件となっていましたが、

８０％以上に改正される見込みのため、集積地区を狭め、より確実なものとしてい

るため減額となっています。」との答弁でした。 

 農業委員会終了後、建設課の審査を行いました。 

 建設課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めまし

た。 

 建設課の「歳入予算総額は、 ３億９千３７６万９千円。」 

「歳出予算総額は、１０億５千７２２万７千円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳入の土木費使用料の住宅使用料滞納繰越分が４千５００万円の調定額

に対し、３％の１３５万円で予算計上しているが徴収対策はどのように考えている

か。」との質疑に対し、 

 「少額でも納めていただくよう粘り強く相談を行っています。中には退去を促す

場合もあります。」との答弁でした。 

 次に、「歳出の土木費の平土野港工事負担金７９７万５千円について説明を。」

との質疑に対し、 

 「県が漁港出口付近の浚渫工事と、平土野浜の海岸メンテ事業として護岸ブロッ

ク製作を行う予定で、それに対する負担金です。」との答弁でした。 

 次に、「住宅等ストック総合改善事業費の塩満団地ツツジ棟改修工事４千

８００万円、塩満団地パパイア棟改修工事４千８００万円の工事発注の予定時期

は。」との質疑に対し、 

 「工事発注を５月から６月に予定しています。」との答弁でした。 

 次に、「都市公園事業費の工事請負費で総合運動公園園路照明４４基４千５０万

円について説明を。」との質疑に対し、 

 「園路内にポール式のＬＥＤ照明を考えています。」との答弁でした。 

 次に、「空港管理費の修繕料１００万円について説明を。」との質疑に対し、 

 「主に、導入後１０年から１５年経過しているトラクター及びアタッチに係る修

繕料を見込んでいます。」との答弁でした。 

 次に、「空港管理事務所建物の雨漏り等に係る修繕料の計上は。」との質疑に対

し、 

 「現在、航空局の予算で屋上及び外壁塗装を行っています。建物の外部は航空局、

内部は気象庁の管轄となっており、軽微な修繕を町予算で対応しています。」との
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答弁でした。 

 以上で第２回目の委員会は終了しました。 

 ３月１１日午前１０時から、第３回目の委員会を全委員出席のもとで行いました。

初めに、農地整備課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明

を求めました。 

 農地整備課の「歳入予算総額は、１億７千５４１万５千円。」 

       「歳出予算総額は、３億６千３９０万９千円。」 

 次に天城町徳之島ダム小水力発電特別会計の 

歳入歳出予算総額は、それぞれ、 ６千５１３万円。 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

 まず、「一般会計における歳出で農業施設費の委託料２１６万７千円が前年比較

４０８万４千円減額の説明を。また、南部ダム堆砂状況調査委託は毎年実施が必要

か。」との質疑に対し、 

 「委託料が減額となった理由は、第２南部地区の換地計画概要書作成業務委託及

び農業農村活性化計画書作成業務委託費予算が前年度は計上されていたためです。

南部ダム堆砂状況調査は平成３０年度より毎年実施するよう県より指導を受けてい

ます。」との答弁でした。 

 次に、「天城町徳之島ダム小水力発電特別会計における歳出で維持管理費の修繕

料５００万円と工事請負費２００万円の説明を。」との質疑に対し、 

 「施設内の工事請負費や修繕料については、ダム内の配管や突発的な補修に対応

するための予算計上です。」との答弁でした。 

 次に、「維持管理費の委託料２千４２万４千円の説明を。」との質疑に対し、 

 「発電所操作監理業務委託は徳之島用水土地改良区に委託契約をしています。建

設基準法に基づく定期点検委託、消防法に基づく定期点検委託、発電所保安監理業

務委託、発電所設備点検業務委託は入札による委託契約となります。」との答弁で

した。 

 次に、「維持管理費の積立金５００万円を積み立てると建設改良基金の現在高は

いくらになるか。」との質疑に対し、 

 「１億１千万円となります。」との答弁でした。 

 農地整備課終了後、農政課の審査を行いました。 

 農政課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めまし

た。 
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 農政課の「歳入予算総額は、１億４５３万８千円。」 

「歳出予算総額は、３億３千８９７万４千円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「歳出の園芸振興費でＤＩＳＣＯＶＥＲ ＴＯＫＵＮＯＳＨＩＭＡ負担金

について説明を。」との質疑に対し、 

 「３年前から３町と２ＪＡが主体となって、東京のホテルオークラで一月間徳之

島フェアとして島の農産物に付加価値を付けた取り組みを行っており、その事業に

対する負担金です。」との答弁でした。 

 次に、「糖業振興費のデトラッシャー組合負担金２００万円について説明を。」

との質疑に対し、 

 「デトラッシャー施設のメンテナンス料が毎年１千万円以上となっています。来

期に向けて準備のため、３町、２JA、南西糖業の関係６機関で各２００万円の負担

金となっております。」との答弁でした。 

 次に、「獣肉処理施設運営費の原材料費イノシシ買取１１６万２千円に対し、財

産収入の獣肉等売払が１８０万円の計上となっているが、価格の見直しなどは必要

ないか。」との質疑に対し、 

 「貴重なリュウキュウイノシシの価格として安価なため、新年度は価格改定を検

討していきたいと考えています。」との答弁でした。 

 次に、「直売所運営準備事業費の天城町地域づくり協議会補助金６０万円の説明

を。」との質疑に対し、 

 「令和６年度まで国の農村ＲＭＯ事業を活用してきました。令和８年度の直売所

開設に向け、新年度も天城町地域づくり協議会に運営補助を行いマルシェの開催な

どを行ってまいります。」との答弁でした。 

 次に、「島農業復活プロジェクト事業費でサツマイモ、落花生種子補助１４万

９千円が計上されているが、販路はどのように考えているか説明を。」との質疑に

対し、 

 「新年度は、給食センターでの給食用食材として打診しています。余剰分につい

ては、ネット販売の構想を進めています。」との答弁でした。 

 農政課の審査終了後、 

 現地調査を行い、所管部署の課長及び担当職員から説明を受けました。 

 建設課所管の秋利神キャンパスパーク及び前野・岡前横断改築事業現場をそれぞ

れ調査しました。 

 以上で第３回目の委員会は終了しました。 



－282－   

 ３月１４日、金曜日、午後３時から第４回目の委員会を１委員欠席のもと、委員

会室において開催し、これまでの審査について協議を行い、確認を致しました。 

 これまでの審査内容について、再度確認をしたのち、 

 議案第２０号、議案第２４号、議案第２５号について、採決を行いました。 

 採決の結果、議案第２０号、議案第２４号、議案第２５号は、賛成多数で原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。 

 なお、以上の審査の過程で次のとおり当委員会の意見として集約決定しました。

次の４点を委員会の意見として、執行部に申し入れる事が適当であると決定しまし

たので、議長においてよろしくお取り計らい願います。 

 １．独立採算の原則から、水道料金改定は早急に進めるべきである。改定にあた

っては滞納処分や徴収率向上を図り公平性を保つこと。 

 ２．公共工事について、適正工期が確保できるよう速やかな入札執行に努めるこ

と。 

 ３．物品購入等にあたっては業者育成の観点から、地元調達に努めること。 

 ４．農業機械に対する安全講習会や、デトラッシャー施設運営の現状など、農業

振興に必要な情報提供に努めること。 

 以上で、建設経済産業常任委員会の審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、委員長の報告は終わりました。 

 しばらく休憩します。３時１０分より再開します。 

休憩 午後 ３時００分 

─────────── 

再開 午後 ３時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務文教常任委員長平岡寛次議員より修正がありますので、許可をします。 

○総務文教厚生常任委員長（平岡 寛次議員）   

 先ほど、総務文教厚生常任委員長報告をいたしましたが、報告書の２ページに当

たります。２ページの会計課の質疑説明の中で、歳入の財産収入で、利子として財

産調整基金運用と申し上げましたが、財産ではなく財政調整基金運用に修正のほう、

よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから議案第２０号、令和７年度天城町一般会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２０号、令和７年度天城町一般会計予算について採決します。こ

の採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長報告は原案のとおり可決するものです。本案件は委員長報告

のとおり可決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 これから議案第２１号、令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算につい

て討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２１号、令和７年度天城町国民健康保険事業特別会計予算につい

て採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決するものです。本案は委員長の報告のとお

り可決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 これから議案第２２号、令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算について討

論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２２号、令和７年度天城町介護保険事業特別会計予算について採

決します。この採決は起立によって行います。 
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 本案に対する委員長の報告は原案可決するものです。本案は委員長の報告のとお

り可決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 これから議案第２３号、令和７年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算につ

いて討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。これから議案第２３号、令和７年度天城町後期高齢者医療

事業特別会計予算について採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決するものです。本案は委員長の報告のとお

り可決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 これから議案第２４号、令和７年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算に

ついて討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。これから議案第２４号、令和７年度天城町徳之島ダム小水

力発電特別会計予算について採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決するものです。本案は委員長の報告のとお

り可決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 これから議案第２５号、令和７年度天城町水道事業会計予算について討論を行い

ます。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２５号、令和７年度天城町水道事業会計予算について採決します。

この採決は起立によって行います。 
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 本案に対する委員長の報告は原案可決するものです。本案は委員長の報告のとお

り可決することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決することに決定しました。 

 ただいま、総務文教厚生常任委員長報告にありました５件、建設経済産業常任委

員長報告にありました４件、計９件の意見は当議会の意見として決定し、町長に申

し入れることにしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、当議会の意見として町長に申し入れすることに決

定しました。 

 

△ 日程第７ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第７、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査についてを議題としま

す。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によりお手元に配付してあります

本会議の会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出が

あります。 

 お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査と

することに決定しました。 

 

△ 日程第８ 常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第８、常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査についてを議題とします。 

 常任委員長から会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してあります所管

事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 
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 お諮りします。各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定しました。 

 

△ 日程第９ 議員派遣予定の件について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第９、議員派遣予定の件について議題とします。 

 議員派遣については、お手元に配付してあります議員派遣予定表のとおり、議員

を派遣したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、議員派遣予定表のとおり議員を派遣することに決

定しました。 

 追加日程配付しますので、しばらくお待ちください。 

 追加日程についてお諮りします。お手元に配付したとおり、追加日程第１及び第

２を追加したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、お手元の日程表のとおり日程を追加することに決

定しました。 

 

△ 追加日程第１ 議案第２６号 天城町教育委員会委員の任命の同意について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第１、議案第２６号、天城町教育委員会委員の任命の同意についてを議

題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第２６号天城町教育委員会委員の任命の同意について、その提案

理由のご説明を申し上げます。 
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 内容につきましては、令和７年３月３１日付で１名の教育委員が辞任することに

伴い、新たに教育委員を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第２項及び第５項の規定により、議会の同意を求めようとするものでござ

います。 

 任命しようとする者の氏名は松村剛氏。任命しようとする者の生年月日は昭和

５１年１０月１０日。任命しようとする者の住所は天城町平土野４５番地３。任命

しようとする者の略歴は別紙のとおりでございます。 

 なお、委員の任期は、同法第５条の規定により、前任者の残任期間である令和

７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３年間といたします。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２６号、天城町教育委員会委員の任命の同意について採決します。

この採決は起立によって行います。本案に同意することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。したがって、本件は同意することに決定しました。 

 

     △ 追加日程第２ 議案第２７号 令和６年度天城町一般会計予算補正（第 

             １０号）について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第２、議案第２７号、令和６年度天城町一般会計予算補正（第１０号）

についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   
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 それでは議案第２７号、令和６年度天城町一般会計予算補正（第１０号）につい

て、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、繰越明許費に町道区画線事業費を追加しようとするもので

ございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 今回のこの補正についてお尋ねをしてみたいと思います。 

 通常、明許繰越、もうちょっと早くいろいろと事業計画されているはずなんです

が、この年度末の末の、この時期まで来てこういったことがなされるという理由は

どういったことからなんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 １２月の補正予算で１２０万円の可決をいただいて事業を進めてまいりました。 

 １月末までに全ての新たな見積書を徴取して、１月末の事業執行で、２月の上旬

には発注、契約をして、２ヶ月で完成できるという業者との約束の下、進みまして、

繰越計算書の提出が通常の分であれば１月末ぐらいの締め切りで、２月の中旬ぐら

いで最終の、前回、９号補正に載せてた分は全て分かってた分で提出しました。 

 実際、この今１２０万ぐらいのラインを引いたり、横断歩道のカラーを舗装化、

あるいは当部に黒うさぎの注意喚起の道路表示、こういうやつなんですけど、こう

いうのを３月末までにできるという約束で進んでおりましたが、たび重なる天候不

良と、あと業者のほうの人材が、従業員が今の時期すごく急に減ったということ等

もあって、どうしても１ヶ月程度間に合わないという相談が３月になって来ました

ので、９号補正に少し間に合わなくて、急遽繰越しをさせてほしいということで財

政に相談して、補正をもう一度上げさせていただいたという、今時系列的な流れに

なります。 

 ９号補正に間に合わなかったことを大変申し訳なく思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 そういうところなんだと思います。建設経済委員会からも申入れがありましたよ

ね。発注が遅かったのか、それをできると言って約束をしてできなかった、どちら

が悪いのかなんです。 

○宮山 浩建設課長   

 建設経済委員会のほうからの意見、申し入れの中に、標準工期という文言も入っ

ております。通常これぐらいの１２０万ぐらいの道路修繕維持に関する工期であれ
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ば４ヶ月程度見なさいというのが、国が示している標準の工期でありますが、今回

は２月で契約をして、２ヶ月で間に合わせるようにという、少し業者のほうにも役

場のほうが少し工期を短い工期でお願いした経緯もあります。 

 受注した業者も、当初はいけるという判断でしたが、その役場も標準工期を取ら

なかった上に、また業者のほうもできるという判断が少し甘かったのかな。お互い、

今回の件に関しては判断を間違っていたのかなと考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 標準工期にしっかり出せるような、最初からそういった予定を組んでおけば、別

に繰越し予算でもないわけですので、次年度までの繰越しは可能なわけですよ。こ

ういったことを約束をした上で、あなた方ですよ、以前、その同じような約束で守

れなかった業者に対して指名停止を出しているんですよ。そういった前例があるわ

けですよ。 

 そしてそのときに、私は執行部側にも責任を取るべきだと申し上げております。 

 こういった額が小さいからとかじゃなくて、いろんな補助事業絡んできて、そう

いうおそれがありますよと何度も言っているわけですよ。ましてや、指名停止まで

１回出しているんですよ。この後処理、どうお考えでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 前回のものに対しては事故繰りができないということで、工事打ち切りであった

と考えております。今回は皆さんにお認めいただければ明許繰越になりますので、

手続上は少し後手後手にはなっておるんですが、事務の進行上は間違っていること

ではないのかなと私のほうは考えております。 

 判断が、毎年１件２件ぐらい判断ミスをして皆さんにご迷惑をおかけしているこ

とについては、私の判断ミスであったのであろうと思いますので、おわびをさせて

いただきたいと考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 決して反対とかするわけではないんですよ。使える予算ですのでね。しっかりと

活用していただければいいんですけれども、今後にそういうことがないように、こ

れは、町長、副町長、約束してください。もう何度も何度も言われていることなん

ですよ。そしてこういったことが起きる。お互い何かなれ合いじゃないですかね。

ちょっと甘すぎているような状況があると思います。業者に関しても役所に関して

も、お互いが擦り寄っていて、どっちも傷をなめ合って、そのうちまた大きなこと

が起きそうですので、ぜひその辺はしっかりと答弁いただいて、私の質問を終わり

ます。 

○祷 清次郎副町長   
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 工期の適正な遵守と、また契約については、これまでもこの本会議の中でご指摘

等もございました。先ほど建設課長が答弁をいたしましたが、しっかりと発注の段

階、計画の段階から計画的に行うものであると感じておりますし、今後このような

ことがないように、しっかりと私たちも含めて行っていきたいと思います。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑は終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２７号、令和６年度天城町一般会計予算補正（第１０号）につい

て採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本定例会で付託された事件は全て終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 令和７年度第１回天城町議会定例会を閉会します。 

閉会 午後 ３時３３分 
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